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第４章 コンパクトシティ・プラス・ネットワークのまちづくり実現に向けた施策 

１. 施策体系 

基本方針のもと、以下のポイントを踏まえ、３つの基本施策を設定します。 

 

 都市機能誘導区域と市内の生活・交通拠点を持続可能な公共交通網で結ぶ 

 生活拠点内の移動手段を確保することで、出かけたくなるまちづくりを実現し、「ま

ちの健幸づくり」に貢献する 

 公共交通を守り育てる意識を育み、公共交通の活性化を図る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

誰もがいつでも安心して移

動できる持続可能で健幸な 

交通まちづくりの実現 

基本施策１ 

多様な交通手段を織りなし、 

移動を円滑につなぐ公共交通 

【主に草津市立地適正化計画と連携】 

  

基本施策２ 

まちに愛着と誇りを抱き、 

地域の維持・活性化につなぐ 

公共交通  

【主に草津市版地域再生計画と連携】 

基本施策３ 

自家用車に過度に頼らない 

意識を育み、健幸で明るい 

未来につなぐ公共交通  
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基
本
方
針 

 

市
民
（
地
域
）・
交
通
事
業
者
・
行
政
が
連
携
、
協
働
し
て
つ
く
る
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

 基本施策
１ 

多様な交通手段を織りなし、移動を円滑につなぐ公共交通 

  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

ＪＲ、路線バス、まめバス、タクシーなど多様な公共交通手段が相互

に連携し、効率的かつ効果的で利便性の高い持続可能な公共交通ネット

ワークを形成します。また、公共交通の利便性の向上とともにまちなか

の整備を進めることで、誰もが公共交通を利用しながら快適でスムーズ

な移動ができる環境の構築を図ります。 

  
施策１ 持続可能な公共交通網の形成 

施策２ 連続性のある道路環境整備 

施策３ 鉄道駅における乗り継ぎ利便性の強化 

施策４ 鉄道駅周辺での自転車利用環境の整備 
 

  

  

  

  

 基本施策
２ 

まちに愛着と誇りを抱き、地域の維持・活性化につなぐ公共交通 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

公共交通だけでなく、自転車やその他の移動支援サービス等、地域に

応じた様々な移動手段との連携により、生活拠点内の普段の生活での移

動手段を確保していくとともに、バス交通の空白地・不便地における移

動手段の確保を進めます。また、隣接市と連携し、医療施設や商業施設、

文化拠点などへのアクセスを確保し、市民の外出機会や来訪者を増や

し、まちの賑わいを生み、活性化を図ります。 

   
施策１ まちづくりと連携した交通ネットワークの確立 

施策２ 福祉分野等と連携した移動手段の充実 

施策３ 広域的なバス路線の充実 
 

   

   

   

 基本施策
３ 

自家用車に過度に頼らない意識を育み、 
健幸で明るい未来につなぐ公共交通 

  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

市、交通事業者、市民、利用者、民間企業等も含めて、関係者が連携

し、公共交通を利用しやすい環境整備を進めるとともに、自家用車に過

度に頼ることなく、公共交通も上手く使って移動する意識を育みます。

自分たちの公共交通は自分たちで守り育て、将来の世代まで残していく

意識を醸成し、公共交通の活性化を図ります。 

   
施策１ モビリティ・マネジメントの推進 

施策２ いつでも誰もが利用しやすい公共交通環境の整備 

施策３ 高齢者が運転免許証を自主返納しやすい環境づくり 
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２. 個別施策 

基本施策に基づき、具体的に取組む施策を以下のように定めます。 

 

基本施策１ 多様な交通手段を織りなし、移動を円滑につなぐ公共交通 

施策１ 持続可能な公共交通網の形成 

課 題 

自家用車への過度な依存等による路線バス等の利用者の減少により、バス路

線の撤退や減便などが行われています。また、全国的なバスやタクシーの乗務

員不足により、採算性のある路線やタクシーでも、サービスの維持が難しくな

りつつあります。 

施策展開の 

考え方 

 基幹路線となる路線バスの維持を基本とし、路線バスで補うことができな

い部分についてはまめバス等で補完し、居住誘導区域や都市機能誘導区域

を公共交通でつなぐことで、効率的で利便性が高く、持続的な公共交通網

を形成します。 

 ＩＣＴを使った配車アプリ等の活用や自動運転技術により、乗務員不足に

よる公共交通サービスの低下問題への対応を検討します。 

個別施策 

(1) 路線バスやコミュニティバス路線の再構築 

■概要 

バス事業者、市民、行政（市、県、国）の協働により、路線バスサービス

の維持・確保を図るため、ＪＲ草津駅やＪＲ南草津駅を主な起終点とする路

線が重複する区間の再編やダイヤ調整等を行います。またコミュニティバス

については、利用状況のほか、地域からの意見集約等も図りながら路線改編

等を行います。 

 

 複数事業者間で重複する路線の再編 

 地域の需要に対応したコミュニティバスの再編 

 

■対象地域：市全域 

 

(2) バスの路線確保に向けた支援の検討 

■概要 

利用実態や乗務員不足等によりバス事業者の経営努力だけではサービスの

維持が困難な路線については、運行欠損額の一部補助など、バス路線の維持

確保に向けた支援を検討します。 

 

 基幹路線などのバス路線への一部補助の検討 

 公共交通機関の利用促進を図る支援の検討 

 

■対象地域：市全域 
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(3) ＩＣＴの活用や自動運転技術の導入検討 

■概要 

全国で実証実験が行われているスマートフォンのＧＰＳ機能等を活用した

配車アプリの活用による相乗りタクシーや、バスの自動運転技術の活用を検

討することで、交通事業者の乗務員不足の解消への対応を図ります。 

 

 スマートフォンのＧＰＳ機能を活用した効率的なタクシー配車アプリ

の活用 

 バス等の自動運転技術の活用検討 

 

 
▲配車アプリを活用した相乗りタクシーのイメージ 

 

 

 

 

 

 

▲自動運転の実証実験車両 資料：国土交通省 

 

■対象地域：市全域 

 

実施主体 
市 

交通事業者 
市民 事業所 県 国 

交通 
管理者 

その他 
鉄道 バス タクシー 

○ 

支援 
 ○ ○ 

協力 

活用 
 支援 支援 協力  

 

事業展開スケジュール 
前期 中期 後期 

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 

(1)路線バスやコミュニティバス路
線の再構築 

          

(2)バスの路線確保に向けた支援
の検討 

          

(3)ＩＣＴの活用や自動運転技術の
導入検討 

          

検討・準備 実 施 継 続 

検討・準備 実 施 継 続 

検討・準備 実施(一部検討) 
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基本施策１ 多様な交通手段を織りなし、移動を円滑につなぐ公共交通 

施策２ 連続性のある道路環境整備 

課 題 

国道１号などの主要幹線道路や駅前ロータリーへの自家用車流入による交

通渋滞により、路線バス等の定時性や速達性が損なわれています。 

また、駅周辺では、通勤や通学だけでなく、高齢者や障害者など多くの歩行

者や自転車が通行していることから、それぞれの移動の安全性の確保が求めら

れています。 

施策展開の 

考え方 

 道路改良や駅前ロータリーの利用環境整備により、公共交通および自転車

の利便性の向上を図ります。 

 鉄道駅周辺のバリアフリー化を進めることで、誰もが安全・安心・快適に

移動できる環境整備を行います。 

個別施策 

(1) 公共交通による駅へのアクセス強化 

■概要 

公共交通による駅へのアクセス強化を図るため、公共交通の定時性に影響

を及ぼし、交通渋滞のボトルネックとなっている国道１号などの主要交差点

周辺の道路改良および信号機の運用見直しの検討を行います。 
 

 主要交差点周辺の道路改良 

 信号機の運用見直しの検討 

 

 

 

 

 

 

 

▲ＰＴＰＳの導入イメージ 資料：草津市都市交通マスタープラン 

 

■対象地域：市街化区域 

   

(2) 駅前ロータリーの機能性の向上 

■概要 

駅前ロータリーの混雑を解消し、公共交通の利用環境の改善を図るため、

自家用車の進入規制の検討を含めたＪＲ駅前ロータリーの機能性、効率性の

向上に向けた利用環境整備を行います。 
 

 駅前ロータリーの機能の見直し 

 自家用車の駅前ロータリーへの進入規制・誘導の検討 
 

■対象地域：市街化区域 
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(3) 鉄道駅周辺のバリアフリー化の推進 

■概要 

利用者の多い鉄道駅周辺を中心に、連続的・面的なバリアフリー化を進め

るとともに、誰もが安全・安心・快適に公共交通を乗り継いで移動できるよ

うな環境整備を行います。 
 

 重点整備地区内での段差の解消、誘導用ブロックの設置等 
 

■対象地域：主に市街化区域 
 

(4) 自転車走行空間の整備 

■概要 

自転車利用者の安全性、快適性を確保し、自転車関係事故の未然防止に努

めるため、自転車ネットワーク計画による連続性のある自転車走行空間の整

備を行います。 
 

 既存道路空間を活かした自転車走行空間の整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲自転車ネットワーク 資料：草津市自転車安全安心利用促進計画 

 

■対象地域：市全域 

 

実施主体 
市 

交通事業者 
市民 事業所 県 国 

交通 
管理者 

その他 
鉄道 バス タクシー 

○ 協力 協力 協力 協力 協力 ○ ○ ○  

 

事業展開スケジュール 
前期 中期 後期 

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 

(1)公共交通による駅へのアクセ
ス強化 

          

(2)駅前ロータリーの機能性の向
上 

          

(3)鉄道駅周辺のバリアフリー化
の推進 

          

(4)自転車走行空間の整備           

検討・準備 実 施 

検討・準備 実 施 

実 施 

実 施 
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基本施策１ 多様な交通手段を織りなし、移動を円滑につなぐ公共交通 

施策３ 鉄道駅における乗り継ぎ利便性の強化 

課 題 

鉄道と路線バス等の乗り継ぎ連絡が不十分であったり、鉄道駅における路線

バス等やタクシーのりばなどの情報案内がわかりづらかったりするなど、公共

交通を利用しにくい環境にあります。 

施策展開の 

考え方 

 鉄道との乗り継ぎを考慮した路線バス等のダイヤ調整や、交通結節点であ

る鉄道駅における公共交通の総合的な案内情報の提供等を進め、公共交通

の乗り継ぎの円滑化を図ります。 

個別施策 

(1) 鉄道とバスとの乗り継ぎ強化 

■概要 

鉄道駅の発着時間を考慮した乗り継ぎしやすい路線バスダイヤの改正を行

います。 

 

 鉄道との乗り継ぎを考慮した路線バスダイヤの調整 

 

■対象地域：主に市街化区域 

 

(2) 公共交通総合案内情報の整備 

■概要 

鉄道駅のデジタルサイネージ等を活用し、路線バス等の発車時間や、バス

のりばやタクシーのりばなどの各種交通情報を一元的に表示した公共交通に

関する総合案内の情報発信を行います。 

 

 鉄道駅でのデジタルサイネージ等を活用した公共交通総合案内情報の

整備 

 公共交通ガイドブックの発行 

 草津市観光案内所における公共交通情報案内 

 

 

 

 

 

 

 

  ▲デジタルサイネージを使った情報提供（ＪＲ草津駅） ▲草津市観光案内所（ＪＲ草津駅） 

 

■対象地域：主に市街化区域 
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(3) 交通系ＩＣカードの導入検討 

■概要 

鉄道や路線バス、タクシーなどの乗り継ぎがスムーズに行えるよう、広域

的で多様な交通手段にも利用できるＩＣＯＣＡ等の交通系ＩＣカードの導入

を促進します。 

 

 ＩＣＯＣＡ等の交通系ＩＣカードの導入検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲交通系ＩＣカードの導入例 資料：近江鉄道 

 

■対象地域：市全域 

 

 

実施主体 
市 

交通事業者 
市民 事業所 県 国 

交通 
管理者 

その他 
鉄道 バス タクシー 

○ ○ ○ ○ 活用  支援 支援   

 

事業展開スケジュール 
前期 中期 後期 

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 

(1)鉄道とバスとの乗り継ぎ強化           

(2)公共交通総合案内情報の整備           

(3)交通系ＩＣカードの導入検討           

 

  

検討・準備 実 施 

検討・準備 実 施 継 続 

検討・準備 実 施 継 続 
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基本施策１ 多様な交通手段を織りなし、移動を円滑につなぐ公共交通 

施策４ 鉄道駅周辺での自転車利用環境の整備 

課 題 
鉄道駅へのアクセス手段として自転車を利用する人が多いものの、駅周辺の

駐輪場は概ね満車状態であり、駐輪スペースが不足しています。 

施策展開の 

考え方 

 駐輪場不足や放置自転車対策、また公共交通の補強手段として、自転車の

有効的な活用展開を図ります。 

 民間の協力も得ながら、鉄道駅周辺における需要に対応した自転車駐車ス

ペースを確保し、放置自転車対策を強化します。 

個別施策 

(1) 鉄道駅周辺での自転車駐車スペースの環境整備 

■概要 

行政、鉄道事業者、民間事業者とが連携しながら、需要に対応した駐輪ス

ペースを整備し、鉄道駅への自転車でのアクセスを向上させます。 

 

 需要に対応した駅周辺駐輪場の整備 

 

 

 

 

 

■対象地域：市街化区域 ▲路上駐輪場（大阪市） 

 

(2) シェアサイクル・レンタサイクル事業の展開 

■概要 

駅周辺の駐輪場不足への対応を図り、路線バスやタクシー等では担うこと

の難しい短い距離の移動や、中心市街地、草津川跡地公園等の回遊移動等を

担うため、鉄道駅周辺におけるレンタサイクル事業等の整備拡大を行いま

す。 

 

 シェアサイクル・レンタサイクル事業の展開 

 

 

 

 

 

 

 

▲ＪＲレンタサイクル駅リンくん（草津駅）     ▲シェアサイクルのイメージ 

（大津湖南エリア地域公共交通網形成計画） 

■対象地域：主に市街化区域 
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(3) 放置自転車の削減対策 

■概要 

歩行者や車いす通行の妨げとなる放置自転車の撤去を行うとともに、啓発

周知看板の設置等により放置自転車の削減に努めます。 

 

 放置自転車の撤去 

 啓発周知看板の設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲自転車等放置禁止区域（草津市） 

 

■対象地域：主に市街化区域 

 

実施主体 
市 

交通事業者 
市民 事業所 県 国 

交通 
管理者 

その他 
鉄道 バス タクシー 

○ ○   協力 協力 支援 支援   

 

事業展開スケジュール 
前期 中期 後期 

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 

(1)鉄道駅周辺での自転車駐車ス
ペースの環境整備 

          

(2)シェアサイクル・レンタサイクル
事業の展開 

          

(3)放置自転車の削減対策           

  

実 施 継 続 

実施・継続 

検討・準備 

検討・準備・実施 
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基本施策２ まちに愛着と誇りを抱き、地域の維持・活性化につなぐ公共交通 

施策１ まちづくりと連携した交通ネットワークの確立 

課 題 
人口減少等による路線バス利用者の減少から、バス路線の撤退や減便などが

行われ、バス交通の空白地や不便地が存在しています。 

施策展開の 

考え方 

 路線バスやタクシー、自転車等の連携による、生活拠点や交通拠点へのア

クセス向上を図るための取組みを進めます。 

個別施策 

(1) サイクル＆バスライドの環境整備の推進 

■概要 

地域の生活・交通拠点において、バス停留所近辺に自転車駐輪場を整備し、

自転車でのバス停へのアクセスを容易にし、自転車から路線バス等への乗り

換え強化を図ります。 

 

 バス停留所近辺への自転車駐輪場の整備 

 サイクル＆バスライドの利用促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲サイクル＆バスライドのイメージ 

 

 

■対象地域：主に市街化調整区域 
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(2) バス交通空白地等の新たな移動手段の導入検討 

■概要 

主にバス交通の空白地における地域住民の移動手段を確保するため、コミ

ュニティバスの運行やデマンド型交通など、地域と連携した新たな移動手段

の導入検討を行います。 

 

 地域と連携した新たな移動手段の検討 

 

 

 

 

 

 

 

▲まめバス車両(草津市) ▲まめバスキャラクター ｅｃｏまめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲デマンド交通導入のイメージ 

 

■対象地域：主に市街化調整区域 

 

実施主体 
市 

交通事業者 
市民 事業所 県 国 

交通 
管理者 

その他 
鉄道 バス タクシー 

○  ○ ○ ○  支援 支援   

 

事業展開スケジュール 
前期 中期 後期 

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 

(1)サイクル＆バスライドの環境整
備の推進 

          

(2)バス交通空白地等の新たな移
動手段の導入検討 

          

  

検討・準備 実 施 

検討・準備・実施 
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基本施策２ まちに愛着と誇りを抱き、地域の維持・活性化につなぐ公共交通 

施策２ 福祉分野等と連携した移動手段の充実 

課 題 
高齢化率が高く、商業施設等の徒歩圏人口カバー率も充実していない地域で

は、高齢者等が外出しにくい生活環境となっています。 

施策展開の 

考え方 

 高齢者や障害者など、誰もが暮らしやすく、また、自由に移動できる機会

の実現に向け、交通政策部局と福祉部局との連携や情報共有を図りながら、

公共交通の充実とともに、福祉分野での移動支援サービス等の充実を進め

ます。 

個別施策 

(1) 生活支援サービスの充実 

■概要 

公共交通機関の利用が難しい障害者等に対する福祉有償運送等の福祉輸送

サービスの展開や、地域生活支援事業の移動支援事業等の充実を図ります。 

 

 福祉有償運送事業の展開 

 移動支援事業の充実、福祉タクシー運賃等助成事業の実施 
 
 

【対象者】身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳のいずれかの交

付を受けた人で、外出時の支援が必要と認められる人 

【事業者】移動支援事業所として、市と契約を締結した事業者 

【費用の負担額】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲移動支援事業の概要 

 
 

■対象地域：市全域 

 

 

対象者 利用時間 利用金額 利用者負担額 

身体介護を伴わない場合 
0.5 時間未満 

1.0 時間未満 

1.5 時間未満 

以後 0.5 時間毎 

1,050 円 

1,970 円 

2,760 円 

700 円加算 

105 円 

197 円 

276 円 

70 円加算 

身体介護を伴う場合 
0.5 時間未満 

1.0 時間未満 

1.5 時間未満 

以後 0.5 時間毎 

2,300 円 

4,000 円 

5,800 円 

800 円加算 

230 円 

400 円 

580 円 

80 円加算 

短時間の車両による 

移動支援 
0.5 時間未満(市内) 

0.5 時間未満(市外) 

1,000 円 

1,700 円 

100 円 

170 円 
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(2) 地域の主体的な助け合いの環境づくりの推進 

■概要 

通院や買い物、地域活動への参加が困難な高齢者や障害者等の外出時の移

動を支える仕組みづくりとして、学区社会福祉協議会が主体となって地域の

ボランティアの方々と、支え合い助け合う取組みへの支援を推進します。 

 

 地域支え合い運送の取組み支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲地域支え合い運送  資料：草津市社会福祉協議会 

 

■対象地域：市全域 

 

実施主体 
市 

交通事業者 
市民 事業所 県 国 

交通 
管理者 

その他 
鉄道 バス タクシー 

支援   ○ ○ ○ 支援    

 

事業展開スケジュール 
前期 中期 後期 

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 

(1)生活支援サービスの充実           

(2)地域の主体的な助け合いの環
境づくりの推進 

          

実施・継続 

実施・継続 
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基本施策２ まちに愛着と誇りを抱き、地域の維持・活性化につなぐ公共交通 

施策３ 広域的なバス路線の充実 

課 題 
市街化調整区域内の学区によっては、隣接市域に近いものの、自治体が異な

ることから、公共交通ネットワークの拡大が進みにくくなっています。 

施策展開の 

考え方 

 隣接市とともに、市域をまたぐ広域的なバス路線網の充実を図る取組みを

検討します。 

 新たな施設整備が進み、地域拠点としての役割が高まるびわこ文化公園都

市へのアクセスの強化を図ります。 

個別施策 

(1) 隣接市と連携したバス路線網の強化 

■概要 

市域を跨いだ移動を支えている、バス路線の幹線である近江大橋線、浜大

津線を基幹軸として位置づけ、県や近隣市と連携しながら路線の維持・活性

化を図ります。 

また、草津市・栗東市・守山市とで共同運行しているコミュニティバスに

おいて、路線延伸等による広域的な医療施設や商業施設等への公共交通手段

の充実を図ります。 

 

 基幹軸となる路線バスの維持、確保 

 草津栗東守山くるっとバスの運行の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲草津栗東守山くるっとバスの運行（草津市） 

 

■対象地域：隣接市の近郊地域 
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(2) 大津湖南エリアの公共交通の充実 

■概要 

新生美術館や県立体育館などの施設整備が進み、大津湖南エリアにおける

「都市拠点」のひとつとなる「びわこ文化公園都市」への路線バス等でのア

クセス強化を図ります。 

 

 施設間の循環等を含むバス路線の再編検討 

 輸送力の高い連節バスの活用検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲新たなバス路線の検討（案） 資料：滋賀県作成 

 

■対象地域：隣接市の近郊地域 

 

実施主体 
市 

交通事業者 
市民 事業所 県 国 

交通 
管理者 

その他 
鉄道 バス タクシー 

○  ○  
協力 

活用 
 ○   隣接市 

 

事業展開スケジュール 
前期 中期 後期 

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 

(1)隣接市と連携したバス路線網
の強化 

          

(2)大津湖南エリアの公共交通の
充実 

          

 

  

実施・継続 

検 討 
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基本施策３ 自家用車に過度に頼らない意識を育み、健幸で明るい未来につなぐ公共交通 

施策１ モビリティ・マネジメントの推進 

課 題 
自家用車への過度な依存から、路線バスの減便や交通渋滞を招き、路線バス

等の公共交通利便性の低下が生じています。 

施策展開の 

考え方 

 自家用車の利用から公共交通機関への利用転換の啓発を図る取組みを進め

ます。 

個別施策 

(1) 地域や事業所等でのモビリティ・マネジメントの推進 

■概要 

地域での公共交通に対する話し合いや、事業所でのエコ通勤への取組みな

どを行いながら、自家用車から公共交通への転換を進め、人や環境にやさし

い持続可能な交通まちづくりを草の根的に広げます。 
 

 地域でのワークショップ等の開催 

 事業所モビリティ・マネジメントの促進 

 大学と連携した公共交通等の利用促進 

 

 

 

■対象地域：市全域 

 

(2) 小学校等における交通環境学習の推進 

■概要 

次代を担う子どもたちが公共交通の必要性や重要性に気付く機会を提供

し、自動車に過度に頼らない意識を育んでいくため、交通環境学習機会を広

げます。 
 

 小学校等におけるバスや電車の乗り方教室等の開催 

 課外授業等における路線バス等や鉄道の利用促進 

 交通安全教室やバリアフリー教室との連携 

 

 

 

 

 

 

▲小学校におけるバスや電車の乗り方・バリアフリー教室（草津市） 

 

■対象地域：市全域 

▲学区でのワークショップ 
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(3) 公共交通に関する情報提供の充実 

■概要 

市の広報媒体の活用や公共交通ガイドブック

の作成等により、公共交通に関する情報提供を行

い、市民全体の公共交通への利用転換意識の醸成

を図ります。 
 

 市の広報誌やホームページの活用  

 公共交通ガイドブックの作成  

 イベント等での公共交通情報の提供 

 

■対象地域：市全域 

 

(4) 特徴を活かした連節バスの有効活用 

■概要 

大量輸送が可能でインパクトがあり、公共交通のシンボル的要素も有する

連節バスの特徴から、観光やイベント等での活用拡大を図り、自家用車から

公共交通機関への利用転換を促します。 

 

 イベント開催時等での臨時運行 

 大津湖南エリアでの活用検討 

 

 

 

 

 

 

 

▲ジョイントライナー（草津市） 

■対象地域：市全域 

実施主体 
市 

交通事業者 
市民 事業所 県 国 

交通 
管理者 

その他 
鉄道 バス タクシー 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 支援 支援  
教育 

機関 
 

事業展開スケジュール 
前期 中期 後期 

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 

(1)地域や事業所等でのモビリテ
ィ・マネジメントの推進 

          

(2)小学校等における交通環境学
習の推進 

          

(3)公共交通に関する情報提供の
充実 

          

(4)特徴を活かした連節バスの有
効活用 

          

実施・継続 

▲まめバスマップ（草津市） 

実施・継続 

実施・継続 

実施・継続(一部検討) 



88 

基本施策３ 自家用車に過度に頼らない意識を育み、健幸で明るい未来につなぐ公共交通 

施策２ いつでも誰もが利用しやすい公共交通環境の整備 

課 題 

バリアフリー対応車が来るかどうか分からない不安感や、道路の交通状況に

よる路線バス等の到着時間が分からない不安感、また、硬貨での運賃の支払い

に対する小さなストレス等から、バス利用を敬遠する傾向があります。 

施策展開の 

考え方 

 バリアフリー対応車両の導入強化や、スマートフォンアプリ等の情報ツー

ルを活用したバスロケーションシステムの導入、交通系ＩＣカードの普及

に向けた取組み等を進め、市民や来訪者など誰もが利用しやすい公共交通

の利用環境を整備します。 

個別施策 

(1) 公共交通のバリアフリー化の推進 

■概要 

高齢者や身体障害者に限らず、誰もが心地よく移動できる環境整備を図る

ため、低床式車両の導入促進やソフト面でのバリアフリー化、多言語化に対

応した行先案内表示等の整備を行います。 
 

 低床式車両（低床バス、ユニバーサルデザインタクシー）の充実 

 乗務員のバリアフリー研修の推進 

 交通案内情報の多言語化 

 

 

 

 

 
 

 

■対象地域：市全域 

 

(2) バス待ち環境の整備検討 

■概要 

駅前広場などの利用者の多い停留所から、

段階的にバス待ち環境の整備を検討します。 
 

 上屋やベンチの設置等の検討 

 

 

 

 

 

▲バス停の上屋とベンチ（草津市役所前） 

 

■対象地域：市全域 

 

▲ユニバーサルデザインタクシー 

「ジャパンタクシー」資料：トヨタ自動車 

▲低床バス「日野ポンチョ」資料：日野自動車 

 



89 

(3)バスロケーションシステムや配車アプリの導入検討【一部再掲】 

■概要 

スマートフォンのＧＰＳ機能等を活用した運

行中の路線バスの位置情報等がわかるバスロケ

ーションシステムや、タクシー配車アプリ等の

導入を促進します。 

 

 バスロケーションシステムの導入促進 

 スマートフォンのＧＰＳ機能を活用した

効率的なタクシー配車アプリの活用 

 

 
 

▲バスロケーションシステム 資料：近江鉄道 

■対象地域：市全域 

 

(4) 交通系ＩＣカードの導入検討【再掲】 
 

(5) 来訪者等の公共交通利用の促進 

■概要 

来訪者等の公共交通利用を促進するため、観光情

報と併せて公共交通情報を提供するとともに、１日

フリーパス等の企画切符の販売等を促進します。 

 

 観光パンフレット等への公共交通情報の掲載 

 １日フリーパス等の企画乗車切符の販売検討 

 
 

  

■対象地域：市全域 

実施主体 
市 

交通事業者 
市民 事業所 県 国 

交通 
管理者 

その他 
鉄道 バス タクシー 

○ 

支援 
○ ○ ○ 活用  支援 支援  隣接市 

 

事業展開スケジュール 
前期 中期 後期 

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 

(1)公共交通のバリアフリー化の推
進 

          

(2)バス待ち環境の整備検討           

(3)バスロケーションシステムや配車
アプリの導入検討【一部再掲】 

          

(4)交通系ＩＣカードの導入検討 
【再掲】 

          

(5)来訪者等の公共交通利用の促
進 

          

▲路線バスでビワイチ！チラシ 

実 施（一部検討） 実 施 

検討・準備 実 施 

検討・準備（一部実施） 実 施 

検討・準備 実 施 

検討・準備 実 施 
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基本施策３ 自家用車に過度に頼らない意識を育み、健幸で明るい未来につなぐ公共交通 

施策３ 高齢者が運転免許証を自主返納しやすい環境づくり 

課 題 
本市人口１万人あたりの交通事故発生件数は、県全体よりも高く、高齢ドラ

イバーの増加に伴い、高齢者が関係する交通事故も増加しています。 

施策展開の 

考え方 

 交通安全意識を高める機会を提供するとともに、運転に不安を持つ高齢者

の運転免許証を自主的に返納しやすい環境づくりを行います。 

個別施策 

(1) 交通安全教育の充実 

■概要 

交通安全教室や自転車安全安心利用教室等を開催するとともに、交通安全

に関する情報提供を広く行うことで、市民の交通安全意識の高揚を図りま

す。 

 

 交通安全教室等の開催  

 交通安全高齢者師範学校の開催 

 交通安全に関する情報提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲交通安全教室の開催（草津市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲交通安全高齢者師範学校の開催 

資料：草津栗東地区交通対策協議会 

 

■対象地域：市全域 
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(2) 高齢運転者の事故防止の促進 

■概要 

高齢運転者の身体機能の低下や健康状態、ま

た認知症により、判断力が低下した運転者の把

握に努めるため、免許更新時での認知機能検査

等の確実な実施に努めます。 

 

 免許更新時の認知機能検査の実施 

 高齢運転者の事故防止に向けた情報提供 

 

 

 

■対象地域：市全域 

 

(3) 運転免許証自主返納高齢者支援制度の充実 

■概要 

運転免許証自主返納高齢者支援制度への協賛

店加盟の増加等によるサービス拡大と当該制度

の情報提供等を行い、運転免許証を自主的に返

納しようとするきっかけづくりの充実を図りま

す。 

 

 高齢者運転免許証自主返納者支援サービ

スへの協賛店の協力依頼 

 運転免許証自主返納高齢者への支援サー

ビスの充実 

 自主返納意識の向上に向けた広報啓発の

強化 

 

 

■対象地域：市全域 
 

実施主体 
市 

交通事業者 
市民 事業所 県 国 

交通 
管理者 

その他 
鉄道 バス タクシー 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○  

 

事業展開スケジュール 
前期 中期 後期 

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 

(1)交通安全教育の充実           

(2)高齢運転者の事故防止の促進           

(3)運転免許証自主返納高齢者支
援制度の充実 

          

実施・継続 

実施・継続 

実施・継続 

▲シルバー・ドライバーズ講習の案内 

資料：滋賀県警 

 

▲支援制度サービス提供者、サービス内容の案内 

資料：滋賀県警 

 


